
教育 DX における地域大学の役割 

地方の小規模大学が e-Learning で「 学校DX戦略コーディネータ講座」を全国の専門家

と連携して開発し、それを教育委員会の教育DX講座で活用し、さらに教員免許状上進の単

位として認定することは、文部科学省が推進する教育 DX および教員研修の高度化におい

て極めて大きな意義と効果を持つ。 

この取り組みは、単なるデジタル化にとどまらず、教育の質的向上、地域格差の是正、そ

して教員の専門性向上という多角的な視点から、文部科学省が目指す教育改革の方向性と

合致している。 

 

【ポイント】 

このプロジェクトのポイントは以下の点である。 

地方創生と教育 DX の融合:「地方大学がそのリソースを活かし、地域教育の課題解決に貢

献するモデル的な事例 

教員研修の質的向上と機会の平等化:「 e-Learning を活用することで、時間的・地理的制

約を克服し、すべての教員に質の高い研修機会を提供 

産官学連携の新しい形: 大学、教育委員会、そして全国の専門家が連携することで、単独

ではなしえない大きな成果を生み出す 

この取り組みは、教育DXを推進する上での重要なマイルストーンであり、今後の教育改

革において、大学が果たすべき役割の新たな可能性を示唆する。 

 

1. 教育 DX における地域大学の意義 

文部科学省は、 GIGA スクール構想」に代表されるように、教育現場におけるデジタル

活用を強力に推進している。しかし、単に ICT 機器を導入するだけでは、真の教育 DX は

実現しない。重要なのは、その機器を教育活動にどのように統合し、教員がデジタル技術を

効果的に活用できる能力を身につけることである。この点で、地方の小規模大学が全国の専

門家と連携して質の高い e-Learning 講座を開発することは、以下のような意義がある。 

① 専門家ネットワークの構築と知の集約 

地方大学が単独で教育DXの専門講座を開発することは困難である。しかし、全国の専門

家が参画することで、最新の知見や実践事例が集約され、質の高いコンテンツが作成される。

これは、大学の地理的制約を克服し、全国レベルの専門知識を地域に還元するモデルとなる。 

② 地域ニーズに即したコンテンツの提供 

地方大学は、その地域の教育現場の課題やニーズを深く理解している。全国の専門家の知



見をベースとしつつも、地域の特性を踏まえた事例や課題を盛り込むことで、より実践的で

現場に即した講座を提供できる。これにより、画一的なデジタル教育ではなく、地域ごとの

特色を活かした教育DXの推進が可能となる。 

③ 高等教育機関の地域貢献 

文部科学省は、大学に地域社会への貢献を強く求めている。この e-Learning 講座は、大

学が保有する知的な資産を教育現場に提供し、教員研修という形で直接的に地域教育の質

向上に貢献する好事例である。 

 

2. 教員免許状上進講習としての効果 

教員免許状上進は、教員が最新の教育動向や専門知識を学び、指導力の維持「・向上を図る

ための重要な制度である。この講座が教員免許状上進の単位として認定されることは、以下

の点で大きな効果をもたらす。 

① 教員研修機会の拡充と利便性の向上 

e-Learning 形式の講座は、地理的な制約や多忙な教員のスケジュールに対応し、研修機

会を大幅に拡充する。特に、地理的に離島が多く、研修機会が限られがちな地域にとって、

時間や場所を選ばずに学べる e-Learning は非常に有効である。これにより、すべての教員

が公平に質の高い研修を受けられる環境が整備される。 

② 教育 DX に関する専門的知識の普及 

教員免許状上進は、すべての教員に受講が期待されている。この講座が認定されることで、

教育DXに関する専門的な知識やスキルが、特定の意欲の高い教員だけでなく、すべての教

員に広く普及する機会となる。文部科学省が目指す「 誰一人取り残さない学び」の実現には、

教員のデジタル活用能力の底上げが不可欠であり、本講座はその基盤を築く上で重要な役

割を果たす。 

③ 研修内容の高度化と実践性 

e-Learning 講座は、動画、シミュレーション、オンラインディスカッションなど、多様

な学習コンテンツを盛り込むことが可能である。これにより、一方的な知識伝達に留まらず、

より能動的で実践的な学びを提供できる。また、全国の専門家が作成したコンテンツは、現

場での実践に直結する内容が多く、教員の指導力向上に直接的に貢献する。 

 

 

 

 



3. 教育委員会との連携の意義 

教育委員会との連携は、この取り組みの地域社会へのインパクトを最大化する。 

① 地域課題の解決に向けた協働 

地域の教育委員会は、地理的要因から教育における情報格差が課題となることがある。こ

の e-Learning 講座は、地理的制約を乗り越え、県内すべての教員に質の高い研修機会を提

供できる。これは、文部科学省が推進する「 地域の特色を活かした教育」と「 デジタルを活

用した教育格差の是正」の両方を具現化するものである。 

② 成功事例の全国展開 

地方大学と教育委員会が連携して、全国の専門家の知見を活用し、教員研修を高度化する

というモデルは、他の地域にとっても大きな参考になる。文部科学省は、このような成功事

例を全国に共有することで、教育DXの取り組みをさらに加速させることができる。この事

例は、他の地域大学や教育委員会に新たな連携の可能性を示唆する。 

これらの取り組みは、地方の小規模大学が、その強みである地域への密着性を活かしつつ、

全国の専門家と連携して教育の課題解決に貢献する新しいモデルを示している。 

このモデルは単なる IT 導入を超えた、教員の専門性向上、教育の質的向上、そして地域

社会の活性化に資する重要な教育改革の一環と捉えられる。 

地方大学が持つネットワークと知を最大限に活用し、教員研修のデジタル化と高度化を

両立させる本プロジェクトは、日本の教育の未来を切り拓く先駆的な試みと言える。 

 


